
  

第24回喜多方市地域公共交通会議 会議録 

 

 

１ 開催日時  平成29年２月８日（水）午前10時00分～午前11時25分 

 

 

２ 開催場所  喜多方市役所 ２階 庁議室 

 

３ 出席した委員 27 名 

 

   山口 信也 委員  会沢 直好 委員    庄司 一雄 委員    鈴木 弘之 委員 

   渡部 庄司 委員    今井   誠 委員    渡部 幸博 委員  鈴木 敏生 委員 

     星   隆 委員  遠藤   章 委員  冨田 幸雄 委員  花見 平馬 委員 

  田中 敏継 委員  佐藤 義昭 委員  荒川 新一郎 委員  山田 義人 委員 

木須 行孝 委員  斎藤 康博 委員  五十嵐 智 委員  真壁 健治 委員 

佐々木 敏 委員  高橋  篤 委員  渡部 博之 委員  風間 常義 委員 

檜澤 佐京 委員   岩瀬 洋一 委員  大塚 哲弥 委員 

 

４ 欠席した委員 ７名 

 

   澤井   淳 委員  宍戸 紳一郎 委員    津田 弘幸 委員  外島 道雄 委員 

  和知  聡 委員  鈴木  守 委員  佐藤 寅記 委員   

 

５ 説明のため出席した者 

   事務局長（生活防災課長）         赤枝 幸浩 

   事務局 （生活防災課長補佐）        五十嵐 慎 

   同   （生活防災課市民生活係長）    渡部 洋一 

       （株式会社ケー・シー・エス）   石田 洋平 

       （株式会社ケー・シー・エス）   岡田 和哉 

 

      ※オブザーバーとして、関係市町村公共交通担当者３名、各総合支所住民課長４名 

が出席 

 

６ 配布資料 

 

・第 24 回喜多方市地域公共交通会議次第 

・資料１ 喜多方市地域公共交通会議 

・資料２ 「地域公共交通網形成計画」・「地域公共交通再編実施計画」の策定 

・参考資料１ 各種調査結果の概要について 

・参考資料２ 公共交通を取り巻く課題と対応方針（案） 

  

７ 会議の経過 

  （１）開 会 

  （２）会長あいさつ 

  （３）報告 

     規約第８条第１項の規定により、会長である山口信也委員が議長となり開議した。 

(午前 10時 05 分) 

 

 

 



  

○喜多方市地域公共交通網形成計画の策定等について 

 ・議長が事務局に説明を求めた。 

 ・事務局が資料により報告を行った。 

 ・議長が意見・質疑を求めたところ、次の意見があった。 

        （委 員） 資料３ページの取組みイメージ（案）に「運転免許返納への支援」

とあったが、具体的にいつ頃から取り掛かれるのか。具体的な期

間や方法がどのようなかたちで進んでいるのか。 

（議 長） 運転に自信のない高齢者など、運転免許証を自主返納した方を対

象にして、デマンドやタクシー利用の際に助成をするため、３月

議会で予算化しようと考えている。２月 23 日から３月 13 日まで

の議会中に審議がなされるので、議会通過後、詳しく説明をした

いと思う。市としては、公共交通の利用に不便のないように助成

をしたいと考えている。 

（委 員） 資料３ページの取組みイメージ（案）に「市が運行する目的バス

（施設利用者バス・スクールバス等）との連携・調整」とあった

が、施設利用者バスとは具体的にはどういうものか。社会福祉協

議会で運営している福祉バスも当てはまるのか。 

（事務局） 例えば、塩川保健福祉センターではエリアを分けて週に１便ずつ

利用者のためにバスを運行しているが、このようなバスの利用に

ついて、今後どのようにしていくのかという部分である。スクー

ルバスを運行している学校やデマンドを併用している施設もあり、

利用方法を統一するということも含めて検討する必要がある。今

回については、社会福祉協議会のバスを組み込むという考えはな

い。 

（委 員） 資料３ページの取組みイメージ（案）に「予約型乗合交通の予約

方法の見直し」とあったが、例えば、今までは前日までの予約だ

が、当日も可能なのか。予約型の制約について聞かせていただき

たい。 

（事務局） 今は前日予約あるいは月曜日の利用であれば金曜日の予約なので

大変不便である。当日何時までに予約をすれば、午後の便あるい

は１１時位の便から利用可能ということで、高郷・山都では実施

している。予約をする時間帯あるいは土日の予約も含め、予約方

法などの見直しについて検討していきたい。 

（委 員） 資料２ページの検証結果に「予約型乗合交通をスクール利用と一

般利用の混乗利用をしている地区もあり、効率的な運用がされて

いる。」とあったが、検証結果の実態を教えてほしい。 

（事務局） 岩月地区の第三小学校の児童が朝夕スクールバスを利用している

が、それに一般の方も混乗している。スクールバスと路線バスを

走らせるのではなく、１つのバスで同じ利用ができているので効



  

率化が図られている。 

（委 員） 予約バスとの混乗はないのか。 

（事務局） 一般の方が予約バスに混乗している。 

 

○喜多方市地域公共交通網形成計画の基本方針（案）について 

 ・議長が事務局に説明を求めた。 

 ・事務局が資料により報告を行った。 

 ・議長が意見・質疑を求めたが、意見・質疑はなかった。 

 

○喜多方市地域公共交通網形成計画（案）について 

 ・議長が事務局に説明を求めた。 

 ・事務局が資料により報告を行った。 

（議 長） 喜多方市地域公共交通網形成計画の骨子はこのように組み立てた

いと考えている。事務局では今までのいろいろなご意見を踏まえ

ながら計画（案）を整理しているので、是非とも３月の会議にご

出席いただき、内容の検討をお願いしたい。この件についてご了

解いただけるか。 

・議長が意見・質疑を求めたが、意見・質疑はなく承認された。 

（議 長） 市の方に公共交通に対していろいろな要望やご意見がある。高齢

化を迎え、公共交通に頼る傾向があるので、免許返納についても

助成を考えている。買い物も同じである。予約型乗合交通の予約

方法についての要望も数多くあるので、次回の会議で検討したい

と考えている。その他に、市としては道路整備も進めていきたい。

除雪についても怠りなく努力をしているが、これについてもご意

見をいただきたい。除雪機の稼働状況をスマートフォンで把握で

きるようにしている。万全を期するように努力をしているので、

その点をご理解いただきたい。 

 

○その他 

（事務局） 今後の進め方としては、平成 29年３月に公共交通網形成計画（案）

についてまとめ、皆様にご提示をしていきたいと考えている。公

共交通網形成計画については、地域にとって望ましい公共交通網

の姿ということでのマスタープラン的なものに位置付けられてい

るので、平成 29年度、地域公共交通再編実施計画を策定するため

に、具体的な話についてまとめていく予定になっている。委員の

皆様はじめ公共交通事業者の方々にもいろいろとお話を聞きなが

ら、より良いものにしていきたいと考えている。引き続きご協力

をお願いしたい。 



  

 

（４）その他 

 ・議長が意見・質疑を求めたところ、次の意見があった。 

（委 員） 高齢運転者の事故が多発している。免許返納の話が出ていたが、

ここで国としての動きを情報共有ということで発言させていただ

きたい。高齢運転者の事故がマスコミなどでかなり取り上げられ

ており、喫緊の課題ということで、11 月 24 日に安倍総理をはじ

め関係閣僚が集まった閣僚会議を実施した後、関係省庁のワーキ

ンググループを作り、具体的な対策をするため現在取り組んでい

る。国土交通省としては、地域公共交通の確保やいろいろな国の

補助をやっている。また、駅やターミナルのバリアフリー化の推

進やバスの低床化に対して、国も支援をしているところである。

それから、先進安全技術自動車の推進や道路の安全対策に取り組

んでいるところである。さらに、プラスアルファでどんな対策が

必要かワーキンググループで検討している。その中で話し合われ

ているのが、地域の公共交通会議での議論の重要性である。自治

体の補助などで公共交通を維持し、免許返納後でも安心して暮ら

せることが大事である。そういった意味で、喜多方市は３月議会

で具体的な施策を盛り込むということで心強く思っている。全国

各地のいろんな公共交通会議の場で、国の者が啓発活動というこ

とで発言をさせていただいている。一般の住民の方も公共交通会

議というものを今以上に注目していると思われるので、意識して

会議に臨んでいただきたい。 

（委 員） 山都地区の方から「路線バスが走っていた頃の方が良かった。」「予

約バスが始まって何の恩恵もない。」という厳しい意見も出ている。

資料に「事業に対する補助要件緩和等の措置が受けられる。」とあ

る訳なので、その辺を考えていただいて、できるだけ住民の要望

に沿うような内容にしていただきたい。 

（議 長） 従来の路線バスからデマンドを導入したことで、デマンドを再認

識した方々もいる。例えば、「集落で３人組になって一緒に利用し、

仲間づくりに役立った」「料金が安い」「バス停から遠かったが近

くまで来てくれる」などの声もあるので、良い点をＰＲしたいと

考えている。 

（委 員） 改善すべきところがあれば改善していただきたい。 

（委 員） 資料２ページの検証結果に「路線バスや予約型乗合交通において、

利用者の少ない路線・エリアもあることから、需要に見合った運

行形態への見直しが必要である。」とあったが、具体的な対応策が

あれば示していただき、見直しができるところはきちんと対応も

含めお願いしたい。 



  

（議 長） 公共交通事業者がバスやタクシーの運転手確保に困っている。少

子高齢化で公共交通に頼る際に、バスやタクシーの台数を増やそ

うと思っても運転手が足りない。国の方で２種免許の取得につい

て、助成の措置を講じていただきたい。これは喫緊の課題なので

お願いしたい。 

（委 員） 運送事業のドライバー不足が課題となっている。自動車整備士も

人員不足で、国としても数年前から高等学校へ相談に訪問してい

る。２種免許取得の助成といった支援の仕方もあると思うので、

しかるべき所に話を持っていきたいと思う。 

 

 ○議長が協議の終了を宣言した。 （午後 11時 25 分） 

 

（５） 閉 会 （午後 11 時 25 分） 

 

 

 


